
科目名 線形代数 (Linear Algebra)

学　年 専　攻 単　位　数 必修 / 選択 授業形態 開講時期 総時間数

後期 90 時間

担　当　教　員 【常勤】 准教授　三浦　敬，　准教授　石田　弘隆，　准教授　西澤　由輔

学　習　到　達　目　標

科目の到達
目標レベル

　ベクトル，関数，行列など通常取り扱う集合の多くは、その要素同士の和・差などの演算が定義されて
いる。その枠組みを研究するのが代数といわれる分野である。本講義では、その一分野である線形代
数について、本科で習得した内容を基礎として、これを発展・拡張した内容を学ぶ。さらに、線形代数の
工学への応用例である符号理論や力学系について学ぶ。
①線形空間の構造と、線形写像と行列の関係が理解できる。
②符号理論の考え方、仕組みを理解することができる。
③力学系の考え方を理解することができる。

第1学年
生産システム工学専攻

物質工学専攻
経営情報工学専攻

必修 講義

到達目標
（評価項目）

優れた到達レベルの
目安

良好な到達レベルの
目安

最低限の到達レベルの
目安

未到達レベルの
目安

到達目標
①

線形空間の理論を説明
でき、他の分野への応用
をすることができる。

線形空間の構造を説明
でき、具体的な行列を用
いて計算することができ
る。

線形空間の定義および
構造を説明することがで
きる。

線形空間の仕組みを説
明することができない。

学習・教育到達目標 (E)① JABEE基準１（２） （ｃ）

達　成　度　評　価　（％）

線形空間の構造が理解できる 定期試験とレポート 25%

到達目標
②

誤り訂正符号の考え方を
説明でき、符号に関する
種々の問題を解くことが
できる。

誤り訂正符号の考え方を
説明でき、大きな誤りが
なく符号に関する種々の
問題を解くことができる。

誤り訂正符号の考え方を
説明することができ、基
本的な符号に関する問
題を解くことができる。

誤り訂正符号の考え方を
説明することができな
い。

到達目標
③

2次元線形微分方程式につ
いて、説明することができ、
基本的な問題を解くことがで
きる。また、座標変換、跡と
行列式に関する分類につい
て説明ができる。

2次元線形微分方程式に
ついて、説明することが
でき、基本的な問題を解
くことができる。また、座
標変換について説明が
できる。

2次元線形微分方程式に
ついて、説明することが
でき、基本的な問題を解
くことができる。

2次元線形微分方程式に
ついて、説明することが
できない。

力学系の考え方が理解できる 定期試験とレポート 25%

線形写像と行列の関係が理解できる 定期試験とレポート 25%

符号理論の考え方が理解できる 定期試験とレポート 25%

                  評価方法

指標と評価割合

中間
試験

期末・
学年末
試験

小テスト レポート
口頭
発表

成果品
ポート

フォリオ
その他 合計

総合評価割合 70 30 100

知識の基本的な理解
【知識・記憶、理解レベル】

◎ ◎

思考・推論・創造への
適用力【適用、分析レベル】

○ ○

汎用的技能
【論理的思考力】

○ ○

態度・志向性(人間力)
【自己管理力】

○

総合的な学習経験と
創造的思考力【　　】

2 単位



教科書 指定しない

補助教材等
「情報・符号・暗号の理論入門 」 守屋悦朗 著 (サイエンス社)
「力学系入門」　Morris W. Hirsch 著　桐木紳　訳（共立出版）

学　習　上　の　留　意　点

　課題として、各回ごとに演習と自学自習レポートを課す。適宜、参考書を紹介するので、積極的に学習すること。

関　連　科　目　、　教　科　書　お　よ　び　補　助　教　材

関連科目 本科の数学科目

担  当  教  員  か  ら  の  メ  ッ  セ  ー  ジ

　本科の数学は計算が中心でしたが、この科目は抽象的な数学を学びます。最初はイメージがつかめなくて理解が難しいか
もしれません、そのようなときは、具体的な例について考察し、抽象的な定義と比較することで概念が理解できると思います。
例えば、線形空間の定義が分かりにくければ、平面ベクトルの場合を考えてみましょう。線形写像が分かりにくければ、行列
を考えてみましょう。
教科書の指定はしませんが、授業中に適宜、関連する参考書を紹介します。図書館などで文献を探して、積極的に学習して
ください。担当教員への質問も大いに歓迎します。



回
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ガイダンス
有限体について
(担当教員：三浦 敬)

授業の進め方が理解できる。有限体の構造が説明
できる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

線形空間（１）
(担当教員：三浦 敬)

線形空間の定義が説明でき、1次独立と1次従属の
判定ができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

授　業　の　明　細

授業内容 到達目標
自学自習の内容
（予習・復習）

線形空間（４）
(担当教員：三浦 敬)

連立1次方程式の考え方を説明でき、実際に解くこ
とができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

符号の考え方（１）
(担当教員：石田 弘隆)

符号化について説明でき、種々の符号化の具体例
を理解する。誤り訂正符号について説明できる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

線形空間（２）
(担当教員：三浦 敬)

部分空間について説明でき、基底を次元の定義を
述べることができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

線形空間（３）
(担当教員：三浦 敬)

線形写像と行列の関係を説明でき、像空間と核空
間を求めることができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

符号の考え方（４）
(担当教員：石田 弘隆)

巡回符号について説明でき、生成多項式を求める
ことができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

符号の考え方（５）
(担当教員：石田 弘隆)

BCH符号について説明でき、BCH符号の誤り訂正
を行うことができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

符号の考え方（２）
(担当教員：石田 弘隆)

ハミング符号について説明でき、ハミング符号の生
成行列を判定できる。
ハミング符号の誤り訂正を行うことができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

符号の考え方（３）
(担当教員：石田 弘隆)

線形符号について説明でき、線形符号の生成行列
を求めることができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　義 30 時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自学自習 60 時間

学年末試験

力学系の考え方（５）
まとめ
(担当教員：西澤 由輔)

2次元線形微分方程式について、跡と行列式に関
して分類を説明でき、問題を解くことができる。

総　学　習　時　間　数 90 時間

力学系の考え方（３）
(担当教員：西澤 由輔)

複素固有値、重複した固有値の場合について、2次
元線形微分方程式の相図を書くことができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

力学系の考え方（４）
(担当教員：西澤 由輔)

2次元線形微分方程式の相図について、座標変換
が説明でき、問題を解くことができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

力学系の考え方（１）
(担当教員：西澤 由輔)

2次元線形系の準備のための基底、固有値などが
説明でき、線形微分方程式形の問題を解くことがで
きる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．

力学系の考え方（２）
(担当教員：西澤 由輔)

相異なる2つの実固有値の場合について、2次元線
形微分方程式の相図を書くことができる。

授業内で配布される演習
問題を解答しレポートを作
成する．


